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く大学の動き〉

慶北大学との学術交流

一沢田総長，大韓民国

の大学等を訪問一

沢閏敏男総長は， 6月4日から大韓民国鹿北大

学との学術交流に関する協定の締結及び高等教育

・研究機関の視察のため同国を訪れ，予定どおり

6月8日帰－国した。

本学と鹿北大学との学術交流については，昭和

52年 2月7日に同大学と覚書を交換（本広報ぬ

192参照），その後，学内で具体化の検討が重ねら

れ，今回の訪問で次の「学術交流に関する協定」

が締結された。

また，沢田総長は，鹿北大学のほか，ソウノレ大

学，高麗大学，文教部等を訪れ，各訪問先におい

てそれぞれ関係者と意見交換を行った。

京都大学と慶北大学校との学術交流

に関する協定

京都大学総長と鹿北大学校総長は，両大学の教育及び

研究の協力と交流を推進するために，ここに学術交流に

関する協定を締結する。

I 両大学は，双方の学術交流を拡大， 推進するため

に，特に次の諸活動を行うことを奨励する。

(1）学術資料， 刊行物及び情報の交換

(2）教員文は研究者の交流

(3）学生の交流

μ） 共同研究及び研究集会の実施

2.前項の諸活動の具体化については，両大学問で緊密

に連絡し，協議して実施に当たる。

3.この協定を変更文は解消する場合は，両者の協議に

よるものとする。

4.この協定は， 日本語及び韓国語で作成され，両文書

は等しく正文である。

昭和59年6月5日

京都大学総長 鹿北大学校総長

沢田敏男 徐元安
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く部局の動き〉

農学部・水産実験所

水産生物標本館等が完成

民学部附属水産実験所（舞鶴市長浜）構内に，

舞鶴地区整備計画第一期工事として，水産生物標

本館，民業工学科水理実験棟及び学生実習宿舎施

設が新営され，5月24日（木）午

後 1時から本水産実験所において，

沢田敏男総長，町井正登舞鶴市長

をはじめ，学内外から多数の来賓

の出席のもとに竣工披露が行われ

た（本水産実験所については，木

広報仇221参照）。

新営された水産生物標本館（写

真）は鉄筋コンクリ ー卜 3階建，

延 l,855m＇。 日本最大の魚類標本

コレクションを整理 ・保存する標

本室計867m2，骨格 ・仔稚魚 ・海

藻の各標木室計 185m2のほかに，

実験室 ・ 文iij~室 ・ セミナ一室 ・ 研究室などの研究

設備もそなえている。また，本館の玄関正面壁

に，京都市立芸術大学藤平伸教授の作による

海の宰をモチーフにした陶版画「うみさち」 （表

紙写真）が飾られ， Jjれた人の気分を柔げてい

る。

現在，水産実験所の利用者は年間延約4,000人

水産 生 物標本館

。。
η
L
 

Fhu
 



京大広報 1984. 6. 15 

であるが，世界有数の内容をもっ本標本館の完成

を契機に，国内外からの訪問者の噌加が予想され

ている。

木造l階建の旧講義室を改造して使用していた

宿泊室に代って新営された学生実習宿泊施設株
せっ さ

は，鉄筋コンクリート 2階建，延 484m2。 妬器

質白調タイノレ張りで黒白地によりアクセントをつ

けた外装の，モダンな建物である。 1I桜には食主

兼談話室 ・調理室 ・大小浴室などのほか，各2～

3人用の和室3室がある。らせん階段で蒋かれた

21倍にはベッド室5室があり，学生40人を収容で

きる。

なお，現在，本実験所敷地（約4万m2）の約

く資料＞

半分は｝~業工学科淡水湖化実験場として利用され

ているが，このたひ‘水理実験棟が新営された。

問実験械は，鉄骨一部鉄筋コンクリ ー卜造，地

上1階，延582m2。実験水路2基を有する水理実

験室，実験準備室，測定機器格納庫及び工作室よ

り機成され，さらにコンクリート製82トンの淡水

地下タンク及び同21トンの塩水地下タンクも設備

されている。

附帯して合併処理施設及び実験排水貯留槽が新

設され，さらに老朽木造建物17棟を撤去した後の

構119，通路，芝生等の整備も行われ，構内は面白

を一新した。

（農学部）

昭和59年度新設の組織・大型設備

今年度新設の講座，研究部門，診療科及び大型設備は次のとおりである。

講座

部 局 ｜講 座 考

経 営 学 ｜ 経営学科の改組

経済学部 ｜経営政策 ｜に伴う大講座の新

市場 ・会計分析 ｜設

医学部 ｜臨床検査医学 ｜

研究部門

局 ｜研究部門f部 b詰 考

附所 ｜夏耐久間関
各研究部門は昭

数研理究解析所 ｜｜ 代 数解析
和69年3月31日ま

で存続

研東究南セアンジタアー I水 文 環 境
（時限10年〉

医用高分子研究

医用高分子 人工 l臓器 センターは昭和65

研究センター 年3月31日まで存

続（時限10年〉

局 ｜診療科 l
m~T#C震 ｜ 理学呼吸器科 ｜

備考

放射線科の転換

大型設備

部 設 備

理 学 部 ！トー刈…実験装置

同 附属病院 ｜全身用 NMR-CT（スーん型）

工 寸品ιー 部 ｜超強坤回折装置

原子炉実験所 ［1明同利用研究実験設備

超高j醐研究 ＼Muー 装置
センター

ヘリオトロン
核研 融合 ヘリカルコイノレ給電装置
究センター

-529一
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く紹介＞

経済研究所

海外学術調査 （1 j1国）

経済研究所は産業経済に関する理論的実証的研

究を行うことを目的として1962年4月本学に附置

された。現在，産業構造，比較産業，地域経済，

資糠経済，計阿経済，産業統計，環境経済，比較

経済体制，現代経済分析，比絞経済分析の10研究

部門から成っており，このうち後の2部門は，国

内外の研究者を客員として招くためのものであ

る。

部門名からもゆlらかなように，本研究所の音j¥jll)

は，経済学の理論上の分野別という通常の構成を

とらず，現実に重要になってきた研究対象を軸に

して編成されているところに特徴をもっている。

このような考え方からまた，複数の部門にまたが

った研究も重視されている。

1983年度に「環太平洋地域における外国投資と

資源 ・エネノレギー開発および環境保全に関する調

査研究」（以下「開発と環境」に略す）に対して，

文部省から海外学術調査のための科学研究技術則

金が交付された。また，この調査には京都大学創

立七十周年記念後援会からの助成金が交付され

た。この調査は二つのグループで行われた。一つ

は， 中国の「開発と環鏡」の調査であり，いま一

つは， シンガポーノレ，タイ， フィリピンにおける

「開発と環境」の調査であった。ここでは，前者

についてのみ紹介することとする。

中国での調査は，宮崎通一元本研究所教授を団

長とし，研究所のスタッフ 3名に，所外から 1名

の研究者が加わり， 1983年11月16日から12月2El 

まで現地で調査を行った。

中国は，1979年から対外経済解放政策を積極的

にすすめているが，その際日本を含む先進資本主

義国から資本を滋入し，進んだ技術と経営管理方

法を学ぶことに意を注いでいる。資本，技術，経

営管理能力の三者を同時に吸収するための最善の

方法は，合弁企業形態であるので，合弁企業をめ

ぐる諸問題が，今｜口！の調査の重要な対象となっ

た。折しも中国では「中外合資経営企業法実施条

例」が公；｛iJされた直後で・もあり，北京の対外経済

貿易部条約法律局，国際投資信託公司，福建省投

資企業公司，広東省、対外経済工作委員会等で多く

の討論を行うことができた。

もう一つの中国対外経済政策における重要な施

策は， 「経済特別区」を発展させようとしている
しんせん すわとう

ことである。広東省の深がII，珠海，仙頭並びに福
あもい

建省の慶門に，経済特別区というー阿を建設し，

外国資本を特別の優遇措置によって誘致しようと

するものである（写真）。 これは社会主義国では

他に例をみない政策であり， 1997年に予定されて

いる香港の施政権返還とも関連して興味深い研究

対象となっている。

経済開発は，環境変化を随伴する。従って， rf1 

国での環境調査も一つの課題とされた。実態把

撮，環境政策の内容についての調査のため， 北京

で環境保護局を，広州で環境保護科学研究所を訪

れた外，上海では詳細な聞き取りを行った。

調査団は，上記三つのテーマを軸にして，北

京， 天満Z，上海，福州，広州，深ガii，香

港各地で，主として関係官庁と社会科学

院において討論を行ったが，その外20日

間に及ぶ日程のなかで，かなりの数の工

場を，Jjれることができたのは極めて有意

義であった。訪れた工場のなかには，｜｜

本との合弁会社である「中国東方租11有
限公司J, 日立製作所との合弁でテレビ

を生産している「栢日公11J」， わが国で

初めての 100%出資会社で深ザIJ蛇u地区

にある「三洋電機有限公司」が含まれて

いる。
変貌する深iJllの様子。 前景は， 60年代の住宅，後に
近代的なピノレが建設中て、ある。 中国側は社会科学院が調査団の受入れ

-530-
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を引きうけてくれたお蔭で，各地の社会科学院と

の連絡も支障なく運び，我々の調査活動は順調に

進んだ。調査聞は，今度の成果をもとにして，研

究交流と調査活動を更に発展させる ことを願って

いる。

（経済研究所）

一一一一一一一一一
~ 
井上智勇（本学名誉教授 ・文学博士）

6月5日逝去， 78歳。本学文学部卒業。昭和23年本学

文学部教授就任， 45年退官。その間評議員（31年～33

年九文学部長（39年～41年〉を歴任。同52年勲二等旭

日重光章受章。専門は西洋史。

田中 稔（結核胸部疾患研究所管理課技官）

6月8日逝去， 52歳。昭和39年結核研究所（結核胸部

疾患研究所〕勤務，同56年結核胸部疾患研究所管理課に

配置換。

久保健治（原子エネルギー研究所技官）

6月9日逝去， 49歳。昭和35年から工学研究所〈原子

エネルギー研究所〉勤務。同55年本学永年勤続者表彰

(20年勤続〕を受ける。

・．．－．．・・．．・・．．・・．．・・．．・・．．・・．．・・．・・・．・・．．・・・．．・．．・・．．・・．．・・．．・・．．・・．．・・．．・・．．－．

日 誌

(1984年5月 l日～5月31日〉

5月l日 大学院審議会

8日評議会

16日 国際交流委員会

。放射性同位元素等管理委員会
19日 アメリカ合衆国 NorthCarolina州立大学

Jasper Memory大学院長外9名釆学，国際

交流委員会委員長をはじめ理・工 ・良各学部

長等と懇談及び学内施設見学

20日 人文科学研究所の故川勝義雄教授追悼式

22日評議会

。大学院審議会
ク 保健衛生委員会

23日 木材研究所創立40周年記念講演会

24日 農学部附属水産実験所水産生物標本館 ・農業

工学科水理実験棟及び学生実習宿泊施設綾工

披露

25日 アメリカ合衆国日米友好基金WesleyGlenn 

Campbell理事長外 l：名来学，総長及び関係

教官と懇談

26日中華人民共和国教育部資辛白副部長外

2名来学，総長及び関係教官と懇談並びに学

内施設見学

28日 学位授与式

31日 ドイツ連邦共和国 Duisburg大学 Adam

Weyer総長来学，総長及び関係教官と懇談

端艇部，朝日レガッタで優勝

昭和59年 5月3日から 5日まで，琵琶湖漕艇場で開催さ

れた第37回朝日レガッタにおいて， ノド学端艇部はシェJレエ

イ卜の種目で優勝した。

（学生部）
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